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1. はじめに

　視覚は適切な光刺激によって成立する。一般的には、眼に入ってくる光が強ければそれは明るいと知覚され、弱ければ暗いと知覚される。

　一方、光が何かの物体表面から来ていると知覚された場合は、もう一つの見え方が区別される。光が強ければその物体表面は白く見え、弱ければ黒く見えるという見え方である。もちろん、その物体表面が明るい・暗いという見え方もある。

　ここで問題になるのは、どういう場合に対象は白黒のモードあるいは明暗のモードで判断されるかということである。

2. Highest luminance rule

　白として知覚される部分は、刺激のうち最も明るい部分であるという考え方がある1)。これを、highest luminance rule という。影に入った部分でも白いものは白く見えるから、この考え方にはさらに修正が加えられている2)。

　しかしながら、この考え方では、光源が視界に入るような条件でも、白い壁は白く見えるので、光源は別扱いにせざるを得ない。すなわち、highest luminance rule を正しく適用するためには、まずは視野の中で光っている部分は除外して処理するしかない。

3. 光の錯視

　実際の環境の中では、光っている部分は視野の平均の明るさよりも際立って輝度が高い。もちろん、この情報を光源や光沢の知覚に使うことができるし、実際に視覚系は使っているのかもしれない。

　一方で、光っている部分を含んだシーンを撮影した写真においても、光源や光沢は光っているように見える。しかし、それらは突出した輝度を示さない。写真で表現できる輝度の範囲には限りがあるからである。

　つまり、写真における光の知覚は、実は錯覚である。光っていないものが光って見えるのだから、光の錯視と呼んでもよいだろう。

4. 光って見える刺激条件
　それでは、光の錯視はどういう刺激条件で起こるのだろうか。写真といえども絵に過ぎないから、他の錯視図形と同様、光の錯視はドローソフトやペイントソフトで描画できるはずである。

　筆者の考えでは（誰でもそう考えそうだし、先行研究も探せばありそうだが）、光の錯視を作る刺激条件には2種類ある。一つは明るさのグラデーション（輝度勾配）で、もう一つは放射状の明るい線（星芒状パターン）である。

　具体的には、最も輝度の高い部分のまわりに、その部分から離れるほど輝度が低くなるようグラデーションを付けると、その部分が光って見える（図1）。また、最も輝度の高い部分から放射するように明るい線を描くと、その部分が光って見える（図2）。
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図1　グラデーションによる光の知覚
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図2　放射線による光の知覚

　図3は、それらの2つの条件を同時に備えた図で、中心部分がまさに輝いているように見える。
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図3　グラデーションと放射線による光の知覚
5. 光の錯視は実は暗い。
　図1～3を一瞥すると、中心部分は明るく感じられる。しかし、図の中心部分をこのページの空白部分などと注意深く比較してみると、必ずしも明るく見えているわけではないことがわかる。逆に暗く見えることがある。

　これらの現象は、我々が逆相明所視ファントム（counterphase photopic phantoms）（図4）と呼んでいるものと同じと考えることができる3)。視覚的ファントム（一様な面の上に、雲や霧といったものを知覚する視覚的補完現象）は透明視を介した高次の知覚と考えられているから4)、光の知覚あるいは光の錯視も高次の知覚であるという可能性がある。

[image: image4.wmf]
図4  逆相明所視ファントム。横縞の手前に、縦の白い「光」あるいは「霧」が2本あるように見える。縞を描いていない白い部分は、全体としては光って見える部分の一部が、局所的には外側の白い部分よりも（物理的明るさは同じであるが）暗く見える。
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図5  視覚的ファントム（visual phantoms）。明・暗・明・暗…の縞模様に遮蔽物を置くと、それが縞模様の「明」の明るさと同じ場合、縞模様の「明」の部分が遮蔽物の手前でつながって見える現象である（上の図）。遮蔽物が「暗」の明るさであれば、縞模様の「暗」の部分が遮蔽物の手前でつながって見える（下の図）
6. 結論
　これらの知見を総合すると、光の知覚と白さの知覚は互いに別のものであり、みかけの明るさを局所的に比較しただけでは、それらの知覚を構成することはできないことがわかる。
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